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北
海
道
林
業
と
北
大

1 

ク
ラ

I
ク
の
林
政
意
見

北海道林業と北大

明
治
の
は
じ
め
、
北
海
道
は
ほ
と
ん
ど
未
開
の
森
林
で
被
わ
れ
て
お

り
、
農
業
開
拓
は
森
林
の
伐
採
か
ら
は
じ
め
ら
れ
た
。
木
材
の
市
場
価
値

が
未
だ
小
さ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
森
林
は
開
拓
の
邪
魔
物
と
意
識
さ
れ

た
。
当
初
は
森
林
の
保
護
管
理
体
制
が
極
め
て
不
充
分
で
あ
り
、
林
業
経

営
に
対
す
る
関
心
も
低
か
っ
た
。
開
校
当
初
の
札
幌
農
学
校
の
授
業
科
目

を
み
て
も
森
林
に
関
す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
は
止
む
を
得
な

か
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
東
部
の
開
拓
地
に
お
け
る
森
林
の
酒
渇
状
況
を
知

っ
て
い
た
ク
ラ
I

F
は
、
森
林
の
取
扱
い
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。

ク
ラ
l
ク
は
一
八
七
七
年
(
明
治
一

O
)
開
拓
使
よ
り
北
海
道
の
林
政

に
関
す
る
意
見
を
求
め
ら
れ
、
黒
団
長
官
に
対
し
一
四
項
目
に
わ
た
る
質

問
に
答
え
る
と
い
う
形
で
、
林
政
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
ク

ラ
l
グ
は
林
業
教
育
の
必
要
性
を
強
調
し
、
森
林
保
護
の
具
体
的
な
方
法
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関

隆五
百共t

に
ま
で
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
の
回
答
書
は
、
森
林
の
保
護
、
取
締
に
腐

心
し
、
適
当
な
対
策
を
模
索
し
て
い
た
開
拓
使
当
局
に
対
し
、
好
参
考
資

(
1
v
 

料
を
供
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
逢
坂
信
志
は
そ
の
著
『
ク
ラ
l
ク

先
生
詳
伝
』
に
お
い
て
こ
の
点
に
言
及
し
、
「
彼
の
北
海
道
開
発
に
関
す

る
寄
与
貢
献
中
、
そ
の
最
大
に
し
て
且
つ
最
も
本
質
的
な
る
も
の
は
実
に

ハ
2〉

山
林
保
護
法
に
関
し
て
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

2 

札
幌
農
学
校
森
林
科
と
森
林
科
生
徒
給
費
規
程

大
学
程
度
の
林
業
高
等
教
育
機
関
と
し
て
北
大
林
学
科
が
設
置
さ
れ
た

の
は
、
一
九

O
七
年
(
明
治
四

O
〉
札
幌
農
学
校
が
東
北
帝
国
大
学
農
科

大
学
と
な
っ
た
年
で
あ
る
。
実
際
に
授
業
を
開
始
し
た
の
は
林
学
講
堂

(
古
河
講
堂
)
が
落
成
し
た
一
九
一

O
年
で
、
一
九
一
一
一
一
年
(
大
正
二
)

に
第
一
回
目
の
卒
業
生
九
名
を
だ
し
た
。
し
か
し
北
大
林
学
科
に
は
札
幌

農
学
校
時
代
に
若
干
の
前
史
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
八
九
九
年
(
明
治
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一
二
二
〉
の
森
林
科
の
設
置
で
あ
る
l

札
幌
農
学
校
に
お
け
る
体
系
的
な
林
業
教
育
は
、
こ
の
森
林
科
ハ
中
等

学
校
程
度
)
の
設
置
に
は
じ
ま
る
が
、
こ
れ
よ
り
も
以
前
、
す
で
に
一
八

八
七
年
(
明
治
二

O
〉
当
時
、
農
学
科
、
工
学
科
、
農
芸
伝
習
科
の
課
程

中
に
山
林
学
と
い
う
名
称
で
一
科
目
を
設
定
し
て
お
り
、
佐
藤
昌
介
が
自

ら
授
業
を
担
当
し
て
い
た
。

佐
藤
昌
介
は
林
業
教
育
に
つ
い
て
も
強
い
関
心
を
持
っ
て
お
り
、
一
八

九
八
年
(
明
治
三
一
〉
文
部
省
に
提
出
し
た
「
札
幌
農
学
校
拡
張
意
見

(
4
)
 

書
」
の
中
で
、
水
産
科
、
商
業
科
、
医
学
科
な
ど
と
と
も
に
林
学
科
の
新

設
を
強
く
要
求
じ
、
そ
の
中
で
「
森
林
教
育
を
受
け
た
る
林
業
者
を
し
て

森
林
を
経
営
監
督
せ
し
む
る
の
必
要
あ
り
」
と
述
べ
、
こ
の
要
求
が
北
海

道
庁
の
要
望
で
も
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
要
求
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
が
、
翌
一
八
九
九
年
(
明
治
一
二
一
一
〉
あ
ら
た
め
て
簡
易
林
学
科

の
新
設
を
要
求
し
、
こ
れ
が
森
林
科
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。

森
林
科
は
中
学
第
三
学
年
を
終
え
た
も
の
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
学
力
を
有
す
る
も
の
を
入
学
資
格
者
と
し
、
修
業
年
限
を
三
カ
年
と
す

る
中
等
程
度
の
も
の
で
る
っ
た
。
一
八
九
九
年
(
明
治
一
二
二
〉
五
月
新
島

善
直
が
最
初
の
林
学
専
任
教
授
と
し
て
発
令
さ
れ
た
。
森
林
科
は
一
九

O

一
年
(
明
治
三
四
)
に
は
そ
の
程
度
を
高
め
専
門
学
校
程
度
と
な
り
、
一

九

O
五
年
(
明
治
三
八
〉
に
は
林
学
科
と
改
称
し
、
そ
の
卒
業
生
は
林
学

北大百年の諸問題

得
業
士
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
林
学
科
は
東
北

帝
国
大
学
農
科
大
学
に
林
学
科
が
設
け
ら
れ
た
の
ち
は
、
附
属
林
学
実
科

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

森
林
科
は
一
九

O
二
年
(
明
治
三
五
)
最
初
の
卒
業
生
四
名
、
翌
年
は

三
名
の
卒
業
生
を
だ
し
た
に
す
、
ぎ
な
か
っ
た
が
、
三
年
目
の
一
九

O
四
年

(
明
治
三
七
〉
に
は
一
五
名
の
卒
業
生
を
だ
し
て
い
る
。
卒
業
後
の
動
向

(
6
)
 

に
つ
い
て
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
第
二
期
生
の
う
ち
一
名
、
第
三
期

〈

7
〉

生
の
う
ち
九
名
は
北
海
道
庁
林
務
課
に
就
職
の
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。

新
島
善
直
教
授
が
赴
任
し
た
の
ち
、
次
の
諸
教
官
が
相
次
い
で
赴
任
し

次
第
に
そ
の
教
育
体
制
は
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
当
初
は
、
北
海
道
庁

あ
る
い
は
御
料
林
の
技
師
数
名
を
講
師
と
し
て
依
嘱
し
、
教
官
の
不
足
を

補
っ
た
。一

九

O
二
年
(
明
治
三
五
〉
宍
戸
乙
熊
教
授

一
九

O
六
年
(
明
治
三
九
)
堀
観
次
郎
教
授

一
九

O
七
年
(
明
治
四

O
)
小
出
房
吉
教
授

森
林
科
の
設
置
が
北
海
道
庁
の
強
い
要
望
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
北
海
道
庁
は
森
林
科
が
設
置
さ
れ
る
と
間
も
な

く
、
札
幌
農
学
校
に
依
嘱
し
て
森
林
科
生
徒
に
学
費
を
給
与
す
る
制
度
を

宮
原
朝
士
口
助
教
授

定
め
た
。

札
幌
農
学
校
森
林
科
生
徒
給
費
規
程
(
明
治
三
十
四
年
四
月
十
七

日
庁
令
六
二
号
)



札
幌
農
学
校
森
林
科
生
徒
ニ
シ
テ
、
北
海
道
庁
ヨ
リ
給
費

ヲ
受
ケ
ン
ト
ス
ル
者
本
規
程
ニ
依
リ
別
紙
甲
号
書
式
ノ
願
書
ヲ
差

第
一
条

出
ス
ヘ
シ

第
二
条
規
程
ニ
ヨ
リ
給
費
金
額
ハ
一
箇
月
金
八
円
ト
ス

第
三
、
四
条

略

北海道林業と北大

第
五
条
給
費
ヲ
受
ク
ル
生
徒
卒
業
ノ
上
ハ
其
ノ
給
費
ヲ
受
ケ
タ
ル

年
数
ニ
二
倍
セ
ル
期
間
北
海
道
庁
長
官
ノ
示
命
ス
ル
職
務
ニ
従
事

ス
ル
ノ
義
務
ア
ル
モ
ノ
ト
ス

第
六
条
給
費
ヲ
受
ケ
タ
ル
生
徒
卒
業
後
北
海
道
庁
長
官
ノ
示
命
シ

タ
ル
職
務
ニ
従
事
セ
サ
ル
ト
キ
ハ
給
費
シ
タ
ル
金
額
ハ
即
時
返
納

セ
シ
ム

第
七
、
八
条
略

一
九

O
三
年
(
明
治
一
一
一
六
〉
当
時
、
こ
の
規
程
に
よ
り
道
庁
よ
り
給
費

を
受
け
て
い
る
森
林
科
生
徒
は
三
年
級
に
二
名
、
二
年
級
に
八
名
、
一
年

(
8〉

級
に
六
名
で
あ
っ
た
。

3 

北
大
林
学
科
の
創
設

79' 

一
九

O
七
年
(
明
治
四

O
)
札
幌
農
学
校
が
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学

に
組
織
換
え
さ
れ
る
と
同
時
に
、
農
学
科
、
農
芸
化
学
科
、
畜
産
学
科
と

な
ら
ん
で
林
学
科
が
新
設
さ
れ
た
。
大
学
程
度
の
林
学
科
と
し
て
は
東
京

帝
国
大
学
の
林
学
科
に
次
い
で
我
が
国
二
番
目
の
も
の
で
あ
る
。
一
九
一

O
年
(
明
治
四
三
)
九
月
十
一
日
を
授
業
開
始
日
と
定
め
、
こ
れ
に
前
後

し
て
林
学
各
講
座
の
開
設
と
教
官
の
充
足
が
行
わ
れ
た
。

一
九

O
九
年
(
明
治
四
二
)
林
学
講
座
(
の
ち
の
森
林
経
理
学
)
小

出
一
房
士
日
教
授

一
九
一

O
年
(
明
治
四
三
)
林
学
第
二
講
座
(
の
ち
の
造
林
学
)
新

島
善
直
教
授

一
九
一
一
年
(
明
治
四
四
)
林
学
第
三
講
座
(
の
ち
の
森
林
利
用

尚
子
)
宮
井
健
吉
助
教
授
(
一
九
一
五
年
教
授
)

一
九
一
一
年
(
明
治
四
四
)
林
学
第
四
講
座
(
の
ち
の
砂
防
工
学
〉

内
山
幸
三
助
教
授
の
ち
影
山
純
介
、
吉
川
元
民
助
教
授

一
九
一
二
年
(
明
治
四
五
〉
林
政
学
及
森
林
管
理
学
講
座
宍
戸
乙
熊

助
教
授
〈
一
九
二
二
年
教
授
)

一
九
一
一
一
年
(
大
正
一

O
)
森
林
工
学
(
の
ち
の
林
産
製
造
学
〉
影

山
純
介
助
教
授
〈
一
九
二
七
年
教
授
)

林
学
科
創
設
当
時
の
教
官
は
い
ず
れ
も
東
京
帝
国
大
学
林
学
科
卒
業
の

林
学
士
な
い
し
林
学
博
士
で
あ
っ
て
、
こ
れ
以
後
本
格
的
な
林
学
高
等
教

育
を
展
開
す
る
と
同
時
に
、
北
海
道
林
業
界
の
最
高
指
導
者
と
し
て
縦
横

の
活
動
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

4 

森
林
開
発
の
進
展

札
幌
農
学
校
に
森
林
科
が
設
置
さ
れ
た
一
八
九
九
年
(
明
治
一
一
一
一
一
〉
か
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ら
、
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
に
林
学
科
が
創
設
さ
れ
た
一
九

O
七
年

(
明
治
四

O
〉
こ
ろ
は
、
北
海
道
の
林
業
界
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
時

期
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
日
清
戦
争
と
日
露
戦
争
終
了
後
の
日
木
資
本
主

義
発
展
期
に
相
当
し
、
北
海
道
で
は
農
業
開
発
が
急
速
に
進
展
し
、
ま
た

商
品
生
産
の
た
め
の
森
林
伐
採
が
急
激
に
盛
ん
と
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。

北
海
道
の
森
林
開
発
は
主
と
し
て
本
土
に
お
い
て
成
長
発
展
し
つ
つ
あ
っ

た
資
本
が
こ
れ
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
前
後
の
北
海
道
林
業
に
関

(
9〉

す
る
主
要
な
出
来
事
を
列
挙
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

北大百年の諸問題

O
拓
殖
政
策
・
土
地
分
割
に
関
連
す
る
こ
と

一
八
八
六
年
(
明
治
一
九
)
北
海
道
庁
設
置
、
積
極
的
資
本
誘
置
政

策
を
と
る
。
「
北
海
道
土
地
払
下
規
則
」
、
大
地
積
処
分
の

方
針
を
採
用
。

一
八
九
六
年
(
明
治
二
九
)
「
殖
民
地
選
定
及
び
区
画
施
設
規
程
」

一
八
九
七
年
(
明
治
一
二

O
〉
「
北
海
道
国
有
未
開
地
処
分
法
」
、
大

地
積
処
分
方
針
を
拡
大
。

一
九

O
八
年
(
明
治
四
一
〉
「
北
海
道
国
有
未
開
地
処
分
法
」
改

正。

一
九
一

O
年
(
明
治
四
三
〉
第
一
期
拓
殖
計
画
(
一
九
二
六
年
ま

で、ノ

O
国
有
林
再
配
分
に
関
す
る
こ
と

一
八
九

O
年
(
明
治
二
三
)
御
料
林
創
設
、
国
有
林
の
う
ち
二
百
万

町
歩
を
御
料
林
に
編
入
、
一
八
九
四
年
(
明
治
二
七
〉
そ

の
う
ち
六
三
万
町
歩
を
除
い
て
返
還
♀
式
測
九

O
万
町
歩

と
な
る
)

一
八
九
九
年
(
明
治
三
二
〉

「
官
林
種
別
調
査
」
こ
れ
は
一
九

O
七

年
(
明
治
四

O
)
の
北
海
道
国
有
林
整
理
綱
領
の
基
礎
と

な
っ
た
。

一
八
九
九
年
(
明
治
一
二
二
)
東
京
帝
国
大
学
演
習
林
創
設
。

一
九

O
一
年
(
明
治
三
四
)
札
幌
農
学
校
演
習
林
創
設
、

年
(
大
正
元
)
ま
で
。

一
九

O
六
年
(
明
治
三
九
〉
道
有
林
創
設
、

O
)
ま
で
。

一
九
一
一
一

一
九
一
一
一
年
(
大
正
一

O
森
林
採
取
資
本
の
進
出
に
関
す
る
こ
と

一
八
九
八
年
〈
明
治
三
一
)
前
田
製
紙
合
名
会
社
創
設
、
北
海
道
最

初
の
木
材
パ
ル
プ
工
場
を
釧
路
に
建
設
。

一
九

O
二
年
(
明
治
三
五
)
一
一
一
井
物
産
株
式
会
社
、
砂
川
に
木
工
場

建
設
。

「
北
海
道
国
有
森
林
原
野
特
別
処
分
令
」
、
大
規
模
工
業

者
等
に
一

O
年
分
の
原
料
を
一
度
に
随
意
契
約
に
よ
っ
て

処
分
す
る
年
期
特
売
の
途
を
聞
い
た
。

一
九

O
六
年
(
明
治
三
九
)
富
士
製
紙
株
式
会
社
、
釧
路
、
金
山
、

江
別
に
工
場
建
設
。



一
九

O
八
年
(
明
、
治
四
一
〉
王
子
製
紙
株
式
会
社
、
苫
小
牧
に
工
場

建
設
。

O
森
林
経
営
に
関
す
る
こ
と

北海道林業と北大

一
八
九
七
年
(
明
治
一
ニ

O
)
森
林
、
法
制
定
、
北
海
道
、
沖
'
縄
は
保
安

林
の
条
項
の
み
適
用
。

一
八
九
八
年
(
明
治
三
一
)
北
海
道
炭
砿
鉄
道
株
式
会
社
〈
の
ち
の

北
海
道
炭
砿
汽
船
株
式
会
社
)
北
海
道
造
林
合
資
会
社
大

規
模
造
林
を
は
じ
め
る
。

御
料
林
仮
施
業
案
編
成
に
着
手
。

一
八
九
九
年
(
明
治
一
二
二
〉
国
有
林
仮
施
業
案
編
成
に
着
手
。

一
九

O
二
年
(
明
治
三
五
〉
北
海
道
林
業
会
創
立
。

一
九

O
七
年
(
明
治
四

O
〉
森
林
法
改
正
。

一
九

O
八
年
(
明
治
四
一
)
国
有
林
を
五
営
林
区
署
に
分
け
て
管
理

す
る
。

林
業
試
験
場
設
置
。

一
九
一
一
年
(
明
治
四
四
)
北
海
道
各
地
に
大
山
火
事
発
生
。

5 

北
海
道
林
業
会
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以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
の
北
海
道
林
業
界
は
極
め
て
多
事
で
あ
っ

た
が
、
北
海
道
庁
を
は
じ
め
御
料
林
・
民
聞
を
含
め
て
林
業
の
専
門
教
育

を
受
け
た
も
の
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
札
幌
農
学
校
森
林

科
お
よ
び
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
林
学
科
の
教
官
と
し
て
赴
任
し
た
東

京
帝
国
大
学
林
学
科
出
身
者
た
ち
は
、
た
だ
ち
に
北
海
道
林
業
全
体
に
つ

い
て
の
リ
ー
ダ
ー
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
北
大
林
学
科

の
北
海
道
林
業
へ
の
か
か
わ
り
は
、
ま
ず
も
っ
て
林
学
科
初
代
の
教
授
た

ち
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
官
界
、
学
界
、
民
聞
を

含
め
た
北
海
道
林
業
界
全
体
の
協
力
の
た
め
の
恰
好
な
受
け
皿
と
し
て
北

海
道
林
業
会
が
あ
っ
た
の
は
、
北
海
道
林
業
の
た
め
に
好
運
で
あ
っ
た
と

い
う
ほ
か
は
な
い
。

北
海
道
林
業
会
は
一
九

O
二
年
(
明
治
三
五
)
十
一
月
九
日
、
札
幌
区

豊
平
館
に
お
い
て
創
立
総
会
を
行
っ
て
い
る
が
、
道
内
各
界
が
協
力
し
営

林
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
北
海
道
庁
林
務
課
お
よ
び
御
料
局

札
幌
支
庁
所
属
の
技
術
官
僚
、
民
間
林
業
会
社
、
木
材
業
者
な
ど
北
海
道

林
業
界
の
関
係
者
を
網
羅
し
た
任
意
団
体
と
し
て
創
立
さ
れ
た
。
元
農
商

務
省
山
林
局
長
で
あ
っ
た
高
橋
琢
也
を
会
長
に
む
か
え
た
が
、
札
幌
農
学

校
か
ら
は
評
議
員
と
し
て
佐
藤
田
田
介
、
新
島
善
直
、
学
芸
委
員
と
し
て
宮

部
金
吾
、
新
島
義
ロ
直
、
宍
戸
乙
熊
ら
が
参
加
し
て
い
る
。
会
員
は
創
立
当

時
す
で
に
四
五

O
名
を
こ
え
て
お
り
、
北
海
道
に
お
け
る
唯
一
最
大
の
林

業
団
体
で
あ
っ
た
。

北
海
道
林
業
会
は
元
道
庁
林
務
課
長
で
、
当
時
北
海
道
造
林
合
資
会
社

の
技
師
兼
支
配
人
で
あ
っ
た
田
中
壌
ら
の
熱
心
な
働
き
か
け
に
よ
っ
て
創

設
さ
れ
じ
閥
、
札
幌
農
学
校
森
林
科
教
授
の
新
島
善
直
も
そ
の
中
心
人
物
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の
一
人
で
あ
っ
た
。
新
島
善
直
は
評
議
員
、
学
芸
委
員
の
ほ
か
幹
事
、
の

ち
に
幹
事
長
を
も
か
ね
て
お
り
、
会
運
営
の
責
任
者
の
一
人
で
る
っ
た
。

宍
戸
乙
熊
、
小
出
一
房
一
吉
を
は
じ
め
、
林
学
科
創
設
に
よ
っ
て
赴
任
し
た
教

官
も
相
次
い
で
評
議
員
な
い
し
学
芸
委
員
に
名
を
つ
ら
ね
て
お
り
、
北
海

道
林
業
会
の
重
要
構
成
員
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。
佐
藤
昌
介
は

一
九
一
一
年
(
明
治
四
四
〉
か
ら
一
九
二
二
年
(
大
正
一
一
)
ま
で
会
長

の
任
に
つ
い
た
。

北
海
道
林
業
会
は
一
九
二
二
年
(
大
正
一
一
)
社
団
法
人
に
組
織
を
変

え
、
会
長
に
北
海
道
庁
長
官
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
事
務
所
を
北
海

北大百年の諸問題

道
庁
内
に
置
き
、
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
な
ど
、
若
干
の
性
格

変
更
は
あ
っ
た
が
、
一
九
四
二
年
(
昭
和
一
七
)
、
戦
時
団
体
整
理
の
た

め
解
散
す
る
ま
で
の
四

0
年
間
、
北
海
道
林
業
界
の
中
枢
に
あ
っ
て
多
面

的
な
活
動
を
し
、
北
海
道
林
業
に
対
し
て
重
要
な
貢
献
を
果
し
た
。

ペ
ロ
〉

三
七
年
(
昭
和
一
二
)
当
時
会
員
数
二
六

O
O名
で
あ
っ
た
。

6 

北
海
道
林
業
会
報

北
海
道
林
業
会
は
、
多
数
の
出
版
物
を
刊
行
し
、
各
種
の
講
演
会
、
講

習
会
等
を
主
催
す
る
な
ど
多
く
の
足
跡
を
残
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
特
筆

す
べ
き
も
の
は
月
刊
機
関
紙
『
北
海
道
林
業
会
報
』
の
発
行
で
あ
る
。
『
北

海
道
林
業
会
報
』
は
一
九

O
三
年
(
明
治
三
六
)
一
月
第
一
巻
第
一
号
を

発
行
し
一
九
四
二
年
(
昭
和
一
七
〉
六
月
終
刊
号
を
発
行
し
て
廃
刊
と
な 九

っ
た
が
、
そ
の
間
四

0
年
間
通
巻
四
五
九
号
に
及
ん
だ
。
新
島
善
直
は
終

刊
号
に
「
北
海
道
林
業
会
報
の
解
消
」
と
題
し
て
寄
稿
し
、
「
今
北
海
道

林
業
会
報
四
十
巻
を
並
べ
て
之
を
通
覧
す
る
に
、
林
業
会
が
如
何
に
北
海

道
の
林
業
と
密
接
の
関
係
を
持
し
て
進
み
来
っ
た
か
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
此
の
間
幾
多
の
当
事
者
が
官
に
民
に
森
林
の
愛
護
と
利
用
に
苦
心

を
重
ね
た
こ
と
を
知
り
得
る
と
と
も
に
、
そ
の
変
遷
が
紙
上
に
明
確
な
跡

(ロ)

を
示
し
て
ゐ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
北
海
道
林
業
会
報
は
そ
の
発
行
の

期
間
に
お
け
る
北
海
道
林
業
史
の
最
大
の
資
料
と
な
っ
た
。

北
大
林
学
科
の
教
官
は
、
す
べ
て
が
北
海
道
林
業
会
報
の
寄
稿
者
と
し

て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
教
官
の
研
究
業
績
は
『
北
海
道
大
学
農

学
部
附
属
演
習
林
研
究
報
告
』
(
一
九
一
五
年
第
一
巻
第
一
号
発
行
)
、
『
札

幌
農
林
学
会
報
』
(
一
九

O
八
年
第
一
号
発
行
)
を
は
じ
め
、
『
北
海
道
大

学
農
学
部
紀
要
』
、
『
日
本
林
学
会
誌
』
な
ど
に
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
「
学

(
日
)

術
と
実
地
」
に
関
す
る
も
の
は
多
く
こ
の
会
報
に
載
せ
ら
れ
た
。
特
に
新

島
善
直
は
創
刊
号
か
ら
編
集
者
の
一
員
と
し
て
関
与
し
多
く
の
論
説
を
寄

稿
し
て
い
る
ほ
か
、
質
疑
応
答
欄
を
も
担
当
し
た
が
、
論
説
、
研
究
、
解

説
等
に
関
す
る
論
文
は
四

0
年
間
に
八

O
編
を
こ
え
る
と
み
ら
れ
る
が
、

そ
の
多
く
が
大
正
中
期
ま
で
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
創
刊
か
ら
十
数

年
間
に
及
ぶ
新
島
昔
菅
直
の
貢
献
は
極
め
て
大
き
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
宍
戸
乙
熊
、
小
出
房
吉
、
中
島
広
士
同
各
教
授
の
寄
稿
も
極
め
て
多

ぃ
。
な
お
大
正
後
期
に
は
加
納
一
郎
(
一
九
二
三
年
北
大
林
学
科
卒
の
ち



朝
日
新
聞
記
者
)
、
昭
和
初
期
に
は
宮
脇
恒
三
九
二
五
年
北
大
林
学
科

卒
の
ち
北
大
教
授
)
が
実
際
の
編
集
人
と
し
て
活
躍
し
た
。

7 

野
幌
林
間
夏
季
大
学

北海道林業と北大

北
海
道
林
業
会
が
主
催
し
た
諸
事
業
の
う
ち
、
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
行

事
と
し
て
一
九
二
四
年
(
大
正
二
二
〉
か
ら
三
回
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ

た
林
間
夏
季
大
学
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
市
民
を
対
象
と
し
て
森
林
知
識

の
普
及
と
林
間
生
活
の
体
験
を
目
的
と
し
、
野
幌
国
有
林
を
会
場
に
約
一

週
間
の
天
幕
生
活
を
送
り
、
こ
の
間
文
化
講
演
の
ほ
か
林
内
視
察
、
動
植

物
採
集
、
音
楽
会
、
盆
踊
、
工
場
見
学
な
ど
を
織
り
こ
ん
だ
多
彩
な
企
画

で
あ
っ
た
。
開
催
趣
意
書
に
は
「
よ
ろ
し
く
森
林
智
識
の
普
及
を
計
り
て

施
業
経
営
の
理
解
を
求
め
、
自
然
に
交
り
て
生
活
の
向
上
を
期
し
、
以
て

林
業
の
発
展
と
民
心
の
更
新
に
資
す
べ
き
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

野
幌
国
有
林
は
一
九

O
八
年
(
明
治
四
一
)
北
海
道
林
業
試
験
場
の
設

立
以
来
、
野
幌
試
験
林
と
さ
れ
て
い
た
。
面
積
三
五

O
O町
歩
の
天
然
平

地
林
で
、
一
九
一
四
年
(
大
正
一
二
〉
以
来
禁
猟
区
と
さ
れ
、
ま
た
一
九
二

一
年
(
大
正
一

O
)
に
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
三
二

O
町
歩
の
原
始

林
を
含
ん
で
い
た
の
で
、
野
幌
原
始
林
と
称
さ
れ
て
い
た
。
札
幌
よ
り
比

較
的
近
い
所
と
し
て
は
良
く
保
存
さ
れ
た
貴
重
な
天
然
林
で
あ
っ
た
。

講
演
の
題
目
と
講
師
の
氏
名
を
あ
げ
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

795 

一
九
二
四
年
第
一
回

四

自
然
科
学
の
意
義
北
大
予
科
教
授

南
洋
の
自
然
北
大
水
産
専
門
部
教
授

世
界
の
文
化
と
森
林
の
民
衆
化
東
大
教
授

民
族
性
と
そ
の
芸
術
的
表
現
富
田
砕
花

東
北
大
教
授
田
中
館
秀
三

本
多
静
六

青
葉
万
六

西
村
長
琴

五

気
候
と
文
化

ム
ノ、

北
大
教
授

小
出
一
房
一
吉

桐
の
話

七

人
生
観
の
基
礎

藤
原
正

北
大
予
科
教
授

ノ1

樹
木
の
病

宮
部
金
五
回

北
大
教
授

九

自
然
美
と
森
林
美

新
島
善
直

北
大
教
授

一
九
二
五
年
第
二
回

一
生
命
論
北
大
教
授

二
国
際
社
会
の
帰
趨
東
大
助
教
授

三
自
然
と
工
学
北
大
教
授
小
川
敬
次
郎

四
森
林
の
文
化
的
施
設
と
国
立
公
園
農
林
省
嘱
託

五
民
族
と
家
畜
北
大
助
教
授
山
根
甚
信

六
国
民
生
活
と
森
林
北
大
教
授
宍
戸
乙
熊

一
九
二
六
年
第
三
回

人
生
に
お
け
る
科
学
の
価
値
理
学
士
原
因
三
夫

原
始
林
に
つ
い
て
北
大
教
授
新
島
善
直

性
の
細
胞
学
北
大
教
授
小
熊
拝

神
に
関
す
る
諸
問
題

太
黒
薫

横
田
喜
三
郎

田
村
剛

四

柳
宗
悦
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選
ば
れ
た
主
題
と
講
師
の
顔
振
れ
か
ら
、
こ
の
企
画
の
幅
の
広
さ
を
み

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
野
幌
林
間
夏
季
大
学
は
中
央
の
新
聞
に
も
と
り
上

〈日〉

げ
ら
れ
た
た
め
府
県
か
ら
も
多
数
の
参
加
者
が
あ
っ
た
ほ
か
、
児
童
林
間

(
日
)

学
校
の
流
行
を
も
誘
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
北
海
道
林
業
会
は
、
第
一

回
と
第
二
回
の
講
演
集
を
刊
行
し
た
ほ
か
、
単
行
本
『
野
幌
』
を
別
に
刊

行
し
、
市
民
の
森
林
へ
の
関
心
を
た
か
め
る
役
割
を
果
し
た
。
林
間
夏
季

大
学
は
北
海
道
庁
技
師
林
常
夫
(
の
ち
の
道
庁
地
方
林
課
長
、
林
務
課

(
げ
)

長
、
勅
任
技
師
〉
が
発
議
者
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
北
海
道
林
業
試
験

北大百年の諸問題

場
長
を
兼
ね
て
い
た
新
島
善
直
が
こ
れ
に
深
く
か
か
わ
っ
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
折
柄
北
大
が
帝
国
大
学
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
他
部
局
の

教
授
も
講
師
と
し
て
参
加
し
て
い
る
こ
と
前
掲
の
と
お
り
で
あ
る
。

8 

北
海
道
主
要
樹
木
図
譜

一
九
一
三
年
(
大
正
二
)
、
北
海
道
庁
は
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
教

授
、
宮
部
金
吾
と
同
助
教
授
工
藤
裕
舜
を
嘱
託
に
任
命
し
、
北
海
道
産
の

主
要
樹
木
に
つ
い
て
学
術
上
の
研
究
と
図
譜
の
作
成
を
依
嘱
し
た
。
宮
部

と
工
藤
は
六
年
間
の
歳
月
を
か
け
て
、
道
庁
技
手
須
崎
忠
助
の
写
生
に
よ

る
図
版
を
附
し
て
一
九
一
九
年
(
大
正
八
〉
こ
れ
を
完
成
し
た
。
北
海
道

庁
は
『
北
海
道
主
要
樹
木
図
譜
』
と
し
て
同
年
か
ら
一
九
一
一
一
一
年
(
昭
和

六
〉
ま
で
二
八
輯
に
分
け
て
公
刊
し
た
。

同
図
譜
は
八
五
種
類
の
主
要
樹
木
に
つ
い
て
、
そ
の
樹
形
の
特
徴
は
も

と
よ
り
葉
、
花
、
種
子
な
ど
の
形
態
、
産
地
、
分
布
、
用
途
、
材
の
特
質

な
ど
に
わ
た
っ
て
詳
細
な
記
載
を
和
文
と
英
文
の
両
方
で
行
い
、
一
種
に

つ
い
て
一
枚
の
図
版
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
記
載
・
図
版
は
と
も

に
極
め
て
精
敏
・
正
確
な
も
の
で
あ
る
。
宮
部
、
工
藤
は
そ
の
緒
言
の
中

で
「
本
図
譜
ノ
説
明
ハ
主
ト
シ
テ
本
道
ユ
於
テ
採
集
セ
ル
材
料
ニ
就
キ
忠

実
ニ
記
載
セ
ル
モ
ノ
ユ
シ
テ
今
後
更
ニ
研
究
ノ
結
果
種
名
ノ
変
更
セ
ラ
ル

ル
場
合
ヲ
生
ズ
ル
コ
ト
ア
ル
モ
記
載
及
図
譜
ハ
変
更
ス
ル
要
ナ
カ
ル
ベ

シ
」
と
述
べ
て
苦
心
の
成
果
に
自
信
を
示
し
て
い
る
が
、
図
版
も
ま
た
そ

の
当
時
の
印
刷
技
術
と
し
て
は
最
高
水
準
の
華
麗
な
も
の
で
あ
る
。

『
北
海
道
主
要
樹
木
図
譜
』
は
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
恐
ら
く
我
が
国
で

最
も
立
派
な
樹
木
図
譜
で
あ
り
、
世
界
中
を
み
て
も
こ
れ
に
匹
敵
す
る
も

の
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
北
大
が
世
界
に
ほ
こ
り
う
る
学
術
上
の
記

念
碑
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
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北
大
林
学
科
と
北
海
道
林
業

札
幌
農
学
校
の
時
代
を
含
め
て
北
大
林
学
科
の
北
海
道
林
業
界
に
対
す

る
関
与
は
、
最
初
は
主
と
し
て
林
学
科
創
設
に
参
加
し
た
教
授
た
ち
に
よ

っ
て
担
わ
れ
た
。
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
活
動
の
一
端
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
時
に
、
各
自
の
専
門
分
野
に
お
い
て
も

活
発
な
研
究
活
動
を
展
開
し
、
北
大
林
学
科
の
基
礎
を
つ
く
り
あ
げ
る
と

と
も
に
、
北
海
道
林
業
の
経
営
発
展
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ



北海道林業と北大

た
。
以
下
、
北
大
林
学
科
を
代
表
す
る
諸
教
授
の
研
究
業
績
と
北
海
道
林

業
に
対
す
る
貢
献
の
一
部
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

新
島
善
直
は
北
大
に
と
っ
て
最
初
の
林
学
専
任
教
授
で
あ
る
が
、
札
幌

に
農
学
校
森
林
科
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
時
に
は
二
八
歳
に
満
た
な
い
少

壮
気
鋭
で
あ
っ
た
。
一
九
三
四
年
(
昭
和
九
)
退
官
ま
で
三
五
年
間
教
授

の
職
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
間
一
九
一
二
年
(
明
治
四
五
〉
か

ら
一
九
三
四
年
(
昭
和
九
)
ま
で
、
北
海
道
庁
技
師
を
も
兼
ね
て
北
海
道

林
業
試
験
場
長
の
職
に
あ
っ
た
。
専
門
と
し
て
は
コ
ガ
ネ
ム
シ
、
キ
ク
イ

ム
シ
な
ど
森
林
害
虫
に
関
す
る
も
の
、
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
の
人
工
造

林
、
天
然
更
新
に
関
す
る
も
の
な
ど
多
く
の
研
究
業
績
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
業
績
は
、
北
海
道
に
お
け
る
造
林
業
確
立
の
た
め
の
基
礎
セ
つ
く
り
あ

げ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
造
林
学
講
座
の
後
継
者
た
ち
に
よ
り
引
き

継
が
れ
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
一
九

O
O年
(
明
治
三
三
)
、
日
本

で
は
じ
め
て
『
森
林
保
護
学
』
と
い
う
著
書
を
刊
行
し
、
こ
の
学
問
分
野

の
体
系
化
に
努
力
し
再
度
の
改
訂
を
経
て
一
九
一
一
一
一
一
年
(
大
正
一
一
一
)
、

一
九
二
五
年
(
大
正
一
四
)
『
新
編
森
林
保
護
学
』
二
巻
を
完
成
し
た
。

ま
た
、
村
山
醸
造
(
一
九
二
二
年
林
学
実
科
卒
、
一
九
一
六
年
林
学
科

卒
)
の
協
力
に
よ
っ
て
一
九
一
八
年
(
大
正
七
)
、
『
森
林
美
学
』
を
刊
行

し
た
が
、
森
林
美
学
は
北
大
林
学
科
に
お
け
る
特
異
な
る
授
業
科
目
の
ひ
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と
つ
と
し
て
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。

『
北
海
道
山
林
史
』
は
新
島
善
直
の
試
験
場
長
兼
務
に
関
し
、

十

二
年
間
の
長
き
に
亘
り
、
地
方
的
政
策
に
煩
わ
さ
る
る
こ
と
な
く
、
各
種

の
試
験
を
続
行
し
、
林
業
経
営
の
普
及
宣
伝
に
努
め
、
寄
与
す
る
と
こ
ろ

(
国
〉

少
く
な
か
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
九
三
六
年
(
昭
和
一
一
)
に
は
天

皇
の
北
海
道
行
幸
に
際
し
、
林
業
功
労
者
と
し
て
林
駒
之
助
(
元
北
海
道

庁
勅
任
技
師
)
ら
と
と
も
に
単
独
拝
謁
の
栄
に
浴
し
た
。
ま
た
新
島
善
直

は
歌
人
と
し
て
北
大
短
歌
会
、
札
幌
短
歌
会
に
所
属
し
、
札
幌
歌
壇
の
重

(
一
九
二
四
年
)
と
無

鎮
で
あ
っ
た
。
歌
集
と
し
て
『
書
簡
に
代
へ
て
』

(
凶
)

題
の
第
二
歌
集
が
あ
る
。
有
名
な
も
の
と
し
て
次
の
一
首
が
あ
る
。

禁
断
の
木
の
実
に
ふ
る
る
心
地
し
て

ま
り
藻
を
さ
ぐ
る
胸
の
と
ど
ろ
き

宍
戸
乙
熊
は
新
島
善
直
に
次
い
で
二
番
目
の
林
学
専
任
教
授
と
し
て
札

幌
農
学
校
森
林
科
に
赴
任
し
た
。
東
京
帝
国
大
学
林
学
科
を
卒
業
し
た
一

九

O
二
年
(
明
治
三
五
)
の
こ
と
で
あ
る
。
農
科
大
学
に
な
っ
て
か
ら
は

林
政
学
講
座
を
担
任
し
た
。
一
九
三
八
年
(
昭
和
二
三
に
退
職
す
る
ま

で
の
期
間
は
三
六
年
間
で
あ
る
か
ら
新
島
善
直
よ
り
も
在
職
年
数
は
少
し

長
い
こ
と
に
な
る
。
林
学
科
創
設
時
に
新
島
善
直
、
小
出
房
吉
ら
と
と
も

に
重
要
な
役
割
を
果
し
草
創
の
苦
し
み
を
と
も
に
し
た
。
そ
の
後
も
先
輩

で
あ
る
両
教
授
を
扶
け
、
ま
た
そ
の
あ
と
を
つ
い
で
北
大
林
学
科
の
基
礎

づ
く
り
の
中
心
と
な
っ
た
。
研
究
業
績
と
し
て
は
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
諸
外

国
の
林
業
制
度
に
関
す
る
も
の
が
多
い
が
、
北
海
道
林
業
に
対
す
る
具
体

「
国
民
生
活
と
森
恥
」
と
題
す
る
報
告
は
『
北

的
提
言
も
少
な
く
な
い
。
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海
道
林
業
会
報
』
(
一
九
二
五
年
)
に
連
載
さ
れ
た
が
、
林
学
の
狭
い
領

域
に
と
ど
ま
ら
な
い
視
野
の
広
さ
が
あ
り
、
今
日
に
お
い
て
も
そ
の
意
義

を
失
わ
な
い
。

小
出
房
士
日
は
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
に
林
学
科
を
置
く
た
め
の
教
授

要
員
第
一
号
と
し
て
盛
岡
高
等
農
林
学
校
教
授
か
ら
農
科
大
学
教
授
と
な

り
、
最
初
に
開
設
さ
れ
た
林
学
講
座
す
な
わ
ち
森
林
経
理
学
講
座
の
担
任

と
な
っ
た
。
札
幌
に
赴
任
当
時
す
で
に
林
学
博
士
で
あ
り
、
赴
任
直
後
の

北大百年の諸問題

一
九

O
八
年
(
明
治
四
一
)
に
は
『
森
林
政
策
』
と
い
う
著
書
を
も
刊
行

し
て
お
り
、
す
で
に
全
国
的
に
み
て
も
大
家
の
域
に
入
っ
て
い
た
。
新

島
、
宍
戸
両
教
授
の
先
輩
で
も
あ
っ
た
の
で
、
農
科
大
学
林
学
科
、
林
学

実
科
、
演
習
林
な
ど
す
べ
て
の
運
営
に
お
い
て
中
心
と
な
り
、
強
力
な

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
。
学
の
内
外
に
お
い
て
精
力
的
な
活
動
を
行
い
、
研

究
の
面
で
は
森
林
気
候
学
、
測
樹
学
、
森
林
経
理
学
な
ど
広
い
分
野
に
つ

い
て
多
く
の
業
績
を
あ
げ
、
ま
た
多
数
の
有
為
の
人
材
を
養
成
し
た
。
惜

し
く
も
一
九
二
六
年
(
大
正
一
五
)
十
月
二
十
日
病
気
の
た
め
現
職
の
ま

ま
逝
去
し
た
。
新
島
善
直
は
旅
先
で
こ
の
卦
報
を
き
い
て
「
あ
た
た
か
に

冬
過
ご
さ
め
と
言
ひ
け
る
を
や
つ
れ
し
頬
の
み
眼
に
残
る
友
」
と
詠
ん
で

そ
の
死
を
い
た
ん
で
い
る
。

札
幌
農
学
校
森
林
科
、
同
林
学
科
、
北
海
道
帝
国
大
学
林
学
科
お
よ
び

林
学
実
科
の
卒
業
生
は
、
そ
の
多
く
が
北
海
道
内
外
の
林
業
関
係
の
官
界

あ
る
い
は
民
間
に
就
職
し
、
林
業
技
術
者
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
経
営
者
に
な
っ
た
人
は
ご
く
少
数
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
我

が
国
の
国
公
立
の
農
業
関
係
大
学
専
門
学
校
の
卒
業
生
に
つ
い
て
共
通
し

て
い
え
る
特
色
で
あ
る
。

大
学
林
学
科
と
し
て
す
で
に
一
八
八
二
年
(
明
治
一
五
)
設
立
さ
れ
た

東
京
山
林
学
校
を
母
体
と
し
て
出
発
し
た
東
京
帝
国
大
学
林
学
科
が
、
多

数
の
卒
業
生
を
だ
し
て
お
り
、
園
内
の
主
要
な
林
業
機
関
に
幹
部
と
し
て

配
属
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
北
大
林
学
科
の
卒
業
生
は
、
北
海
道
や

府
県
の
国
有
林
、
御
料
林
お
よ
び
民
間
会
社
に
就
職
し
た
も
の
の
ほ
か
、

多
く
の
英
才
が
外
地
植
民
地
た
る
台
湾
、
樺
太
、
朝
鮮
、
満
州
な
ど
へ
活

躍
の
舞
台
を
求
め
て
進
出
し
て
い
っ
た
。

北
海
道
内
で
は
先
述
の
林
駒
之
助
、
林
常
夫
な
ど
の
東
京
帝
国
大
学
林

学
科
の
優
秀
な
卒
業
生
が
官
界
の
ト
ッ
プ
を
し
め
て
お
り
、
北
大
林
学
科

卒
業
生
で
道
内
に
就
職
し
た
も
の
は
、
主
と
し
て
こ
れ
ら
の
指
導
者
の
薫

陶
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
北
大
林
学
科
の
卒
業
生
が
道
内
林
業
界
で

一
定
の
地
歩
を
占
め
て
、
そ
の
主
導
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は

大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、
大
学
の
中
で
は
第
一
期
の
卒
業
生
中
島
広
士
ロ
が
卒
業
後
大
学
院

生
と
し
て
母
校
に
留
っ
た
ほ
か
、
相
次
い
で
少
数
で
は
あ
る
が
優
秀
な
人

材
が
大
学
に
と
ど
ま
り
、
後
年
に
な
っ
て
林
学
各
講
座
の
第
二
代
目
担
任

教
授
は
す
べ
て
北
大
出
身
者
で
し
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な

く
、
他
の
高
等
専
門
学
校
、
林
業
試
験
場
な
ど
に
人
材
を
供
給
す
る
こ
と



が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
島
広
士
口
は
、
一
九
一
一
一
一
年
(
大
正
二
)
北
大
林
学
科
第
一
期
生
と
し

て
卒
業
し
、
翌
年
助
教
授
と
な
り
、
測
樹
学
を
中
心
と
し
た
広
い
分
野
に

つ
い
て
多
く
の
研
究
業
績
を
発
表
し
、
少
壮
研
究
者
と
し
て
華
々
し
い
ス

タ
ー
ト
を
き
っ
た
。
一
九
二
三
年
(
大
正
二
二
)
に
は
「
気
象
要
素
の
樹

木
生
長
に
及
ぼ
す
影
響
に
就
て
」

(
独
文
〉
に
よ
っ
て
、
北
大
と
し
て
最

初
の
林
学
博
士
と
な
っ
た
。
小
出
房
吉
の
死
後
、

一
九
二
九
年
(
昭
和

北海道林業と北大

四
)
森
林
経
理
学
講
座
担
任
教
授
と
な
っ
た
中
島
は
、
東
京
帝
国
大
学
出

身
の
初
代
教
授
が
ほ
と
ん
ど
退
職
し
た
後
、
北
大
林
学
科
の
大
黒
柱
と
し

て
、
ま
た
北
大
林
学
科
を
代
表
す
る
林
学
者
と
し
て
目
ざ
ま
し
い
活
躍
を

し
た
。
学
内
的
に
は
一
九
三
八
年
(
昭
和
二
二
)
以
来
二
二
年
間
、
演
習

林
長
と
林
学
科
主
任
を
か
ね
、
定
年
退
職
前
の
一
年
半
は
農
学
部
長
の
職

に
つ
い
た
。
中
島
広
士
ロ
は
第
一
期
生
と
し
て
の
責
任
を
痛
感
し
て
、
学
界

は
勿
論
、
官
界
、
民
間
に
も
そ
の
発
言
力
を
強
め
よ
う
と
努
力
し
、
卒
業

生
の
就
職
に
も
多
大
の
苦
心
を
払
っ
た
。
駒
場
出
身
者
(
東
京
帝
国
大
学

農
学
部
は
は
じ
め
駒
場
に
あ
っ
た
の
で
そ
の
卒
業
生
を
こ
う
呼
ん
だ
〉
に

対
し
、
札
幌
出
身
者
の
地
歩
を
築
く
こ
と
に
非
常
に
大
き
な
関
心
を
持
っ

た
。
卒
業
生
の
中
か
ら
部
長
、
局
長
、
重
役
等
の
顕
職
に
つ
く
者
が
で
た

と
き
は
そ
の
喜
び
を
か
く
さ
な
か
っ
た
が
、
不
遇
で
逆
境
に
あ
る
後
輩
に

対
し
て
は
人
知
れ
ず
深
い
配
慮
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

中
島
広
士
口
は
多
く
の
研
究
論
文
を
発
表
し
て
い
る
が
、
理
論
的
な
も
の
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に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
際
に
役
立
つ
も
の
に
つ
い
て
も
独
創
的
な
研
究
を
行

い
、
平
明
な
記
述
に
よ
っ
て
こ
れ
を
発
表
し
て
い
る
。
単
行
の
著
書
の
う

ち
主
要
な
も
の
を
挙
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
森
林
立
木
材
積
表
』
一
九
一
二

O
年
(
昭
和
五
)

『
樹
幹
析
解
』
一
九
一
一
一
一
年
(
昭
和
六
)

『
林
価
算
法
及
森
林
較
利
学
問
題
解
義
』
一
九
一
ニ
一
年
(
昭
和
六
)

『
森
林
経
理
学
新
講
』
第
一
巻

一
九
三
七
年
(
昭
和
一
二
)

『
森
林
経
理
学
新
講
』
第
二
巻

『
林
学
』
朝
日
講
座
一
九
四
七
年
(
昭
和
二
二
)

『
森
林
立
木
材
積
表
』
は
一
九
四
七
年
以
降
『
北
海
道
立
木
幹
材
積

表
』
と
改
訂
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
森
林
立
木
の
幹
材
積
を
直
径
の
み
を
計

測
し
て
求
め
よ
う
と
す
る
独
創
的
な
も
の
で
あ
り
、
北
海
道
国
有
林
を
は

じ
め
広
く
採
用
さ
れ
て
実
用
に
供
さ
れ
た
。
従
来
、
立
木
の
幹
材
積
は
直

径
と
樹
高
を
測
り
、
こ
れ
に
樹
種
ご
と
地
域
ご
と
に
異
な
る
形
数
を
乗
じ

て
求
め
た
が
、
中
島
は
膨
大
な
資
料
を
統
計
学
的
に
処
理
し
て
大
量
の
計

算
を
行
い
、
直
径
の
み
で
全
道
的
に
使
用
に
た
え
る
平
均
値
を
算
出
し
た

の
で
あ
る
が
、
そ
の
北
海
道
に
お
け
る
森
林
経
営
に
対
し
て
果
し
た
貢
献

は
極
め
て
大
き
い
。
ま
た
『
樹
幹
析
解
』
は
、
我
が
国
に
お
け
る
林
学
教

科
書
の
中
で
名
著
の
ほ
ま
れ
高
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
主
と
し
て
大
正
期
ま
で
の
北
大
林
学
科
と
北
海
道
林
業
と
の
か

か
わ
り
に
記
述
を
限
定
し
た
の
で
、
林
学
科
初
代
教
授
の
う
ち
、
新
島
昔
古
田

一
九
四
七
年
(
昭
和
二
二
)
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直
、
宍
戸
乙
熊
、
小
出
房
士
ロ
各
教
授
、
北
大
林
学
科
卒
業
生
の
う
ち
中
島

広
吉
教
授
に
限
っ
て
そ
の
業
績
を
紹
介
し
た
。
そ
の
他
の
諸
教
官
お
よ
び

学
外
で
活
躍
し
た
卒
業
生
の
事
績
に
つ
い
て
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
後
も
北
大
林
学
科
が
北
海
道
林
業
界
の
中
心
的
存
在
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
北
大
林
学
科
の
研
究
活
動
と
卒

業
生
の
活
躍
は
北
海
道
に
局
限
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
舞

台
は
全
国
お
よ
び
海
外
に
及
ん
で
い
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り

北大百年の諸問題

で
あ
る
。
民
間
、
官
界
で
活
躍
し
た
人
の
中
で
名
声
を
あ
げ
た
人
も
多

い
。
し
か
し
北
大
林
学
科
の
特
徴
は
、
地
味
で
は
あ
る
が
縁
の
下
の
力
持

的
な
部
分
で
、
実
質
的
に
社
会
に
貢
献
し
た
人
た
ち
が
は
る
か
に
多
い
点

に
あ
る
。
困
難
な
状
況
で
他
の
人
が
あ
ま
り
好
ま
な
い
局
面
を
あ
え
て
い

と
わ
な
い
気
風
が
あ
る
と
い
う
評
価
を
す
る
人
が
い
る
が
、
こ
の
気
風
は

今
日
で
も
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

〔注〕

(
1
〉
北
海
道
『
北
海
道
山
林
史
』
一

O
六
i
一
O
八
ペ
ー
ジ

〈

2
〉
逢
坂
信
志
『
F
ラ

l
p
先
生
詳
伝
』
二
三

0
ペ
ー
ジ

(
3
)

北
海
道
帝
国
大
学
『
創
基
五
十
年
寄
山
北
海
道
帝
国
大
学
沿
革
史
』
一
一

0
・
一
一
一
一
-
一
一
五
ペ
ー
ジ

〈

4
)

同
右
、
一
四
五
|
一
五
一
ペ
ー
ジ

(

5

)

同
右
、
一
五
五
一
五
六
ペ
ー
ジ
、
「
簡
易
林
学
科
新
設
の
必
要
」
の
説

明
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

(
6
〉
『
北
海
道
林
業
会
報
』
第
一
巻
第
七
号
、
四
0
ペ
ー
ジ

(

7

)

同
右
、
第
二
巻
第
六
号
、
一
一
一
一
一
ペ
ー
ジ

(

8

)

同
右
、
第
一
巻
第
一
号
、
四
一
ペ
ー
ジ

(
9
〉
こ
の
項
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
小
関
隆
践
「
北
海
道
林
業
の
発
展
過
程
」

ハ
『
北
海
道
大
学
農
学
部
附
属
演
習
林
研
究
報
告
』
第
一
一
一
一
巻
第
一
号
、
一
九
六

二
年
)
に
よ
っ
て
い
る
。

(
日
)
長
池
敏
弘
「
北
海
道
林
業
の
先
覚
者
田
中
壌
」
『
札
幌
林
友
』
一
一
九

号
、
二
六
i
四
一
ペ
ー
ジ

(
日
〉
「
北
海
道
林
業
会
年
表
」
『
北
海
道
林
業
会
報
』
終
刊
号
、
一
九
四
二
年

(
ロ
)
『
北
海
道
林
業
会
報
』
終
刊
号
、
一
九
四
二
年
、
六
八
ペ
ー
ジ

(
刊
日
〉
『
同
右
』
同
号
、
同
ベ

l
ジ

(
M
)

『
同
右
』
第
二
二
巻
第
七
号
一
ペ
ー
ジ

(
日
〉
『
同
右
』
第
二
三
巻
第
九
号
四
五
ペ
ー
ジ

(
日
)
『
同
右
』
第
二
回
巻
第
二
号
二

0
ペ
ー
ジ

(
刀
〉
『
同
右
』
同
号
、
同
ベ

1
ジ

(
刊
日
)
北
海
道
『
北
海
道
山
林
史
』
一

O
六
四
ペ
ー
ジ

(ω)

『
札
幌
の
短
歌
』
一
一
一
五
・
二
三
六
ペ
ー
ジ

(
初
〉
宍
戸
乙
熊
「
国
民
生
活
と
森
林
」
『
北
海
道
林
業
会
報
』
第
二
三
巻
第

九
、
一

O
、
一
一
、
二
一
号

(
北
海
道
大
学
農
学
部
教
授
)
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